
複写機・印刷機使用者数 単年度使用者数 人

公害（大気汚染・騒音等）の発生

人権推進・男女共同参画室長　渋谷俊男

廃棄物の排出

原因活動( 文書の作成 ) 規制を受ける
主な環境法令
等の名称

図書・ビデオ利用者数 単年度使用者数
⑤
実
績
・
成
果

　 項目名

人

計算方法 単位

0.72

一般財源財
源
内
訳

15,426

その他（　 ）

0.57 人

事業費合計 13,466

基本
方針

事業開始の背景

○部屋（会議室・研修室・生活工房室）の貸出し
○作業室における複写機・印刷機の貸出し
○図書・ビデオの貸出し

決　　　算　（見込み含む） 8,188 8,808

人） （

正規職員人件費

23

22
市内在住・在勤・通学の方、主としてこれらの人々で構成されている団体、並びに入間
市・狭山市・飯能市に在住の方、主としてこれらの人々で構成されている団体。 平成

対象数 単位
平成

男女共同参画推進センターふらっとは、女性のための「学習」・「相談」・「交流」の場として、平成７年に女性センター（愛称ふらっと）として設立され
た。その後、平成１７年１月１日に所沢市男女共同参画推進条例の施行に伴い男女共同参画推進センターふらっとへ名称変更するとともに、男女
共同参画の推進に関する総合的な拠点施設として位置づけられた。

総合計画の体系

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

章 コミュニティ 節

事業の種別 自治事務

所沢市男女共同参画推進条例

男女共同参画推進センターふらっと

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 男女共同参画推進センターふらっと

公民館施設提供事業

■ □ □

年度 →

事業コード
男女共同参画推進センターふらっと運営事業

平成 24 年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

020103

①事務事業名
担
当
部
課終了年度　　　平成 年度

部課コード 020103 ℡ 2921-2220

根拠法令法定受託事務 法定受託＋附加

開始年度　　　平成

731,622 人

事業の具体的な内容及び実施方法

関連・類似事業

7

分野別計画・指針 第３次所沢市男女共同参画計画

男女共同参画社会

対象（誰を、何を対象としているのか）

年度 （千円）

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

男女共同参画に係る「学習」・「相談」・「交流」の場を提供するとともに、できるだけ多くの方に男女共同参画への認識と理解を浸透させる。

年度 733,161 人

年度

（千円）

1.40 人）
④
経
　
　
　
費

≪会計種別≫ 一般会計 平成 22 平成 23 年度 （千円） 平成 24 年度

当初予算 8,802 9,243 9,249

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員） （ 人）

人5,278

国・県支出金

（ 1.40 人） （

13,466 15,426 9,249

6,618

将来目標

活動実績

部屋使用者数 単年度使用者数 人

22 Ｈ 23 H24見込み

282 249 250

Ｈ

280

14,255 26,966 27,000 27,300

成果指標
部屋（会議室・研修室・生活

工房室に稼働率）

貸出し部屋月別稼働率の平均
※H23より6区分となったため、部屋使用
者数は前年度（3区分）と差異がある

％

％

337 299 300 330

50 45 42

実　績 43 37

目標値 45

「実績」の拡大を図る

「実績」の縮小を図る

現状維持

評価理由と今後の方向性（課題と対応）

終了

達成率

増額次年度予算

現状維持

事業の活動（回数、範囲など）

事業の実施方法

⑥
評
　
　
　
　
価

評価
今
後
の

方
向
性

減額

評価日 H24.6.1 評価者職氏名

部屋及び複写機等貸出しについては、使用する市民の方などが利用しやすい環境づくりに一層努めていくこととする。
男女共同参画を推進するための図書・ビデオの貸出が増加するよう館内の宣伝等で工夫を凝らしていく。

継続

事務改善ミーティングで示された意見とその対応

85 82

）その他（

昨年度中に改善した点

部屋使用区分について、平成２２年度までの３区分から平成２３年度より６区分に変更し、合わせて金額の見直しも行ったことから、利用団体にとって利便性が向上し
た。
また、館内の掲示物を充実させるとともに災害図書コーナーを新設した。

拡大 縮小 現状維持

改善・効率化

⑦
環
境
影
響

原因活動( 男女共同参画に係る市民活動の場の提供 )

有益な
環境影響

（重大なもの
には○）

○ 男女共同社会の実現
有害な

環境影響
（重大なもの
には○）

天然資源(森林･化石燃料)の減少

その他（ ）

その他（ ）

有害な影響を
与える緊急事
態の内容

※「財源内訳」について
平成24年度のみ、当初予算の内訳と
なっています。


